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Dr. Hoshino & Dr. Takeuchi
Talks About Frank Bogdan.
星野先生、武内先生、フランク・ボグダンセミナーの魅力を語る。

んだものでした。スライドの各所には問いかけが
設けられていて、まるで自分の患者さんで体験し
ているようなバーチャルな臨床体験も味わえまし
た。 

デーモンシステムの経験を問わず、日本での第１
回フランク・ボグダンセミナーは、受講者にとっ
て有意義なものになるものと確信いたします。

また彼は、II 級の固定性機能的矯正装置として用
いられるMARA　(Mandibular Anterior 
Repositioning Appliance) を 1998年より使
用しており、Clinical Impression 2006年号に
も寄稿しています。（http://www.ormco.com
よりダウンロード可能 /英語版）

今後発売予定の最新II級用装置をご使用頂く際も、
ご参考にしていただけるのではないでしょうか。

初めて私が Dr. Frank Bogdan のレクチャーを聴いた
のは、 2008 年のデーモンフォーラムでした。熱意溢
れる講演がとても印象的で、またその機会があればと
思っていたところ、幸いにも昨年タイで開催されたア
ジアンデーモン フォーラムと、今年 2 月のアリゾナで
も得ることが来ました。 臨床家でありながら、
UMDNJ (University of Medicine and Dentistry, 
New Jersey) のファカルティーでもある彼の講演は明
快で、私たちがとかく陥りやすいポイントを挙げ、ご
自身の症例を通して丁寧に解説されます。 

今年のフォーラムでのトピック内容は、「どんなに新し
いアプローチを用いても、目的に合った安全な方法で
なければトラブルを招きかねない」といったものでし
た。 フリクションやバインディングとその副作用がも
たらす Unwanted force のバイオメカニクスと、そ
れを避けるためにはどうすれば良いかという示唆に富
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Passion. 溢れる情熱がボグダン先生の魅力です。　　武内 豊先生 (たけうち矯正歯科クリニック）
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今回の講演は、待ちに待った記念すべき日本での第
一回講演となります。デーモンシステムを理解して
これから導入しようとする先生方から既に経験を積
まれた先生方にとって有意義な２日間となると思い
ます。

“ Passion “ はボグダン先生にまさに相応しい言葉
です。速射砲のように飛び出す言葉の一つ一つにデー
モンシステムに対する造詣の深さ、そして、臨床経
験からの自信が満ち溢れています。デーモンフォー
ラムでは 2007 年から４年連続でワークショップを
担当され、デーモンシステムの基礎から臨床まで幅
広く講演されています。
( Good Case Gone Bad ”- 2007, “ What do I do 
now? ”- 2008, “ Common Mistakes to 
Avoid ”-2009, “ Putting it All Together: 
Advanced Damon System Mechanics ”-2010)。

会場内を動き回り、聴衆を飽きさせない巧みな話術
についつい引き込まれてしまいます。2008 年デー
モンフォーラムでは私の症例をプレゼンで使ってい
ただき、厳しい、そして適切な示唆に富んだ助言を
いただきました。

星野亨先生　略歴
日本大学歯学部卒業後、1984 年同大学 
院博士課程 ( 歯科補綴学 ) を修了。1994 
年 ニューヨーク州ロチェスター大学大学
院 Eastman Dental Center 矯正歯科プ
ログラムを終え、2001 年から Damon 
System の臨床導入を開始。以後同システ 
ムについて、国内外の学会やフォーラムに
おける講演など、積極的に活動中。現在は東
京都港区と千葉県新浦安のオフィスで診療 
を行う一方、2006 年からロチェスター大 
学の臨床准教授として講義も行っている。
Demon system official educator

“ Passion “ はボグダン先生にまさに相応しい言葉です。速射砲のように飛び出
す言葉の一つ一つにデーモンシステムに対する造詣の深さ、そして、臨床経験か
らの自身が満ち溢れています。デーモンフォーラムでは２００７年から４年連続
でワークショップを担当され、デーモンシステムの基礎から臨床まで幅広く講演
されています ( “ Good Case Gone Bad ” - 2007, “ What do I do now? ” - 
2008, “ Common Mistakes to Avoid ” -2009, “ Putting it All Together: 
Advanced Damon System Mechanics ” -2010)。会場内を動き回り、聴衆を
飽きさせない巧みな話術についつい引き込まれてしまいます。２００８年デーモ
ンフォーラムでは私の症例をプレゼンで使っていただき、厳しい、そして適切な
示唆に富んだ助言をいただきました。
今回の講演は、デーモンシステムを理解してこれから導入しようとする先生方か
ら既に経験を積まれた先生方にとって有意義な２日間となると思います。
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